
 

令和 4年度事業報告 

公益社団法人 日本小児科学会 

１．学術集会の開催 

第 125 回日本小児科学会学術集会（会頭 細矢 光亮 福島県立医科大学）を令和 4 年 4 月 15 日

（金）～17 日（日）の 3 日間、Web 形式併用にて福島県郡山市（ビッグパレットふくしま/郡山ビュ

ーホテルアネックス）で開催した。 

（参加者 8,655 名（うち現地来場者 1,321 名）：一般演題数 785 題） 

２．機関誌の発行 

   日本小児科学会雑誌、Pediatrics International をそれぞれ発行した。 

 

３．専門医関連事業 

1）小児科専門医試験を令和 4 年 9 月 3 日（筆記）、4 日（面接）に京都府京都市（京都国際会

館）ほかで実施し、審査により旧制度 98 名を認定した。また、暫定制度を含むプログラム制

の一次審査を行い、526 名を合格とした。 

2）日本小児科学会専門医の更新申請を令和 4 年 3 月及び 9 月に受付け、11 名を承認した。 

3）日本専門医機構専門医の更新申請を令和 4 年 3 月に受付け、2,465 名を合格とした。 

4）日本小児科学会研修施設の新規申請及び更新申請を令和 4 年 3 月及び 9 月に受付け、更新 29

施設を承認した。 

5）日本小児科学会研修支援施設の新規申請及び更新申請を令和 4 年 3 月及び 9 月に受付け、更

新 6 施設を承認した。 

6）新専門医制度による研修プログラムの一次審査を行い、187 施設を承認した。 

7）認定小児科指導医の新規申請及び更新申請を令和 4 年 3 月に受付け、新規 304 名、更新 724

名を認定した。 

       

４．各種委員会等の活動 

   本学会が目的とする事業を達成するため、以下の委員会・ワーキンググループにおいて調査研究、

学術集会・講習会・フォーラム等の開催、機関誌の発行、専門医制度の運営、関係機関に対する要

望、提言、諸外国を含む小児科関連団体との連携・協議などの活動を行った。 

・和文誌編集委員会  ・英文誌編集委員会  ・学術委員会 

・用語委員会   ・国際渉外委員会  ・新生児委員会 

・予防接種・感染症対策委員会 ・社会保険委員会  ・小児医療委員会 

・小児医療提供体制委員会  ・小児救急・集中治療委員会 ・ＪＰＬＳ委員会 

・医療安全委員会   ・薬事委員会   ・広報委員会 

・情報管理委員会   ・小児慢性疾病委員会  ・移行支援委員会 

・こどもの生活環境改善委員会 ・男女共同参画推進委員会 ・倫理委員会 

・将来の小児科医を考える委員会 ・災害対策委員会  ・利益相反委員会 

・予防のための子どもの死亡検証委員会  ・成育基本法推進委員会 

・中央資格認定委員会･各地区資格認定委員会   ・試験運営委員会 



・生涯教育・専門医育成委員会        ・専門医制度運営委員会  

・働き方改革検討ワーキンググループ  ・新型コロナウイルス感染症対策ワーキンググループ  

・オンライン診療検討ワーキンググループ  

・小児 COVID-19 関連多系統炎症性症候群（MIS-C/PIMS）診療コンセンサスステート 

メント作成のためのワーキンググループ 

・JPS-AAP こどもアドボカシー・ワーキンググループ 

・ビタミン K 製剤適正使用ワーキンググループ 

・日本小児医療保健協議会（四者協）担当合同委員会 

・栄養委員会     ・治療用ミルク安定供給委員会 

・重症心身障害児(者)･在宅医療委員会  

 

５．フォーラム、講習会等の開催 

1）小児・周産期医療従事者向け災害医療研修会（令和 4 年 4 月 17 日） 

2）第 15 回小児在宅医療実技講習会（令和 4 年 6 月 26 日） 

3）小児診療初期対応〔JPLS〕コース 

（令和 4 年 6 月 5 日、6 月 18 日、6 月 19 日、6 月 26 日、7 月 3 日、7 月 10 日、7 月 17 日、 

8 月 28 日、9 月 11 日、9 月 18 日、9 月 25 日、10 月 2 日、10 月 16 日、10 月 22 日、 

10 月 23 日、11 月 13 日（2 コース）、11 月 20 日、11 月 27 日、12 月 3 日、12 月 4 日、 

12 月 11 日、12 月 17 日、12 月 18 日、令和 5 年 1 月 15 日、1 月 22 日、1 月 28 日、 

1 月 29 日、2 月 5 日、2 月 19 日） 

4）第 14 回 Sedation Essence in Childen Under Retricted Enviroment (SECURE)オンライン 

コース（令和 4 年 7 月 23 日） 

5）JPLS 講師養成コース（令和 4 年 8 月 19 日、10 月 9 日）                  

6）第 11 回インテンシブコース（令和 4 年 8 月 6～7 日） 

7）第 29 回小児科医のための臨床研修指導医講習会（令和 4 年 10 月 15～16 日） 

8）小児救急市民公開フォーラム（令和 4 年 10 月 23 日） 

9）第 16 回思春期医学臨床講習会（令和 5 年 1 月 29 日） 

10）第 17 回子どもの食育を考えるフォーラム（令和 5 年 2 月 12 日） 

 

６．ホームページに掲載した提言等 

   1）予防接種・感染症関係 

・日本小児科学会が推奨する予防接種スケジュール【改訂版】（令和 4 年 4 月） 

・小児における COVID-19 治療薬に対する考え方【一部改訂】 

（令和 4 年 3 月、6 月、令和 5 年 2 月） 

・学校、幼稚園、認定こども園、保育所において予防すべき感染症の解説【改訂版】 

（令和 4 年 6 月） 

・5～11 歳小児への新型コロナワクチン接種に対する考え方【改訂版】（令和 4 年 3 月、8 月） 

・12～17 歳の小児に対する新型コロナワクチン追加接種について（令和 4 年 3 月、8 月） 

・新型コロナウイルス感染症等流行時における小児の発熱時の対応について（令和 4 年 8 月） 

・新型コロナウイルス感染症流行時における小児への予防接種について【改訂版】 



（令和 4 年 8 月） 

・2022/23 シーズンのインフルエンザ治療・予防指針（令和 4 年 9 月） 

・新型コロナワクチン接種に関する、小児の基礎疾患の考え方および接種にあたり考慮すべき小

児の基礎疾患等（令和４年 2 月、8 月改訂） 

・5～17 歳の小児への新型コロナワクチン接種に対する考え方（令和 4 年 8 月、9 月改訂） 

・「新型コロナワクチン～子どもならびに子どもに接する成人への接種に対する考え方～」に

関する Q＆A【改訂版】（令和 4 年 3 月改訂、5 月改訂、9 月改訂） 

・小児におけるインフルエンザと新型コロナウイルス感染症の同時流行に備えて～お子様の保

護者の皆様へ～                          （令和 4 年 11 月） 

・小児におけるインフルエンザと新型コロナウイルス感染症の同時流行に備えて～医療機関の皆

様へ～                             （令和 4 年 11 月） 

・生後 6 か月以上 5 歳未満の小児への新型コロナワクチン接種に対する考え方 

（令和 4 年 11 月） 

・6 か月～4 歳の小児に対する新型コロナワクチンを含めた予防接種スケジュールについて 

（令和 4 年 11 月、令和 5 年 1 月改訂） 

・小児 COVID-19 軽症から中等症の治療フローチャート【改訂版】 

（令和 4 年 3 月、9 月、令和 5 年 2 月） 

・小児の新型コロナワクチン接種予診時の留意点（令和 4 年 7 月） 

 

2）Injury Alert（傷害速報）の学会ホームページ掲載 

3）その他 

・子ども虐待診療の手引き第 3 版【改訂版】（令和 4 年 3 月） 

・JPS Statement on Lives and Well-being of Children in Ukraine（令和 4 年 3 月） 

・2022 年 3 月時点での新型コロナウイルス感染症流行下での学校活動について 

（令和 4 年 3 月） 

・医療における子ども憲章（令和 4 年 8 月） 

・令和 5 年度こども家庭庁概算要求に関する要望書（令和 4 年 9 月） 

・アセトアミノフェン製剤の在庫逼迫に伴う、成人患者への解熱鎮痛薬処方時のご配慮のお願い 

（令和 4 年 11 月） 

・小児期発症慢性疾患を有する患者の成人移行支援を推進するための提言（令和 4 年 11 月） 

 

７． 関係機関に提出した要望書等 

1）小児用アセトアミノフェンの安定供給に関する要望書（令和 4 年 7 月 厚生労働省医政局経

済課長 宛） 

2）高齢者の肺炎球菌ワクチンに関する要望（令和 4 年 9 月 厚生労働省健康局長 宛：予防接

種推進専門協議会構成団体として） 

3）帯状疱疹ワクチンの定期接種化に関する要望（令和 4 年 9 月 厚生労働省健康局長 宛：予

防接種推進専門協議会構成団体として） 

4）令和 5 年度こども家庭庁概算要求に関する要望書（令和 4 年 10 月 参議院議員 自見はな

こ、自由民主党「こども・若者」輝く未来創造本部本部長、令和 5 年 1 月 成育基本法推進



議員連盟会長 宛） 

5）アセトアミノフェン静注製剤の小児用小容量製剤の開発に関する要望書（令和 4 年 10 月 

厚生労働大臣 宛） 

6）チオプロニン錠（販売名：チオラ錠）の医療機関における欠品改善について（令和 4 年 10

月 厚生労働省医薬・生活衛生局医薬品審査管理課長 宛） 

7）小児科専門医制度における特別連携に関する要望書（令和 4 年 10 月 医道審議会医師分科

会医師専門研修部会、日本専門医機構理事長 宛） 

8）御社によるコマーシャル映像に関する意見書（令和 4 年 10 月 LOUIS VUITTON 社 

宛） 

9）子ども虐待の手引きに関する要望書（令和 4 年 11 月 厚生労働省子ども家庭局長 宛） 

10）アセトアミノフェン製剤の在庫逼迫に伴う、小児患者への同剤の確保のための取り組みへ

の要望書（令和 4 年 11 月 厚生労働大臣 宛） 

11）アセトアミノフェン製剤の在庫逼迫に伴う、成人患者への解熱鎮痛薬処方時のご配慮のお

願い（令和 4 年 11 月 日本医師会会長、日本内科学会理事長 宛） 

12）新型コロナワクチンと他のワクチンとの接種間隔に関する要望（令和 4 年 11 月 厚生労働

省健康局長 宛：予防接種推進専門協議会構成団体として） 

13）COVID-19 と流行性ウイルス疾患の同時流行に備えた小児医療提供体制について（令和 4

年 12 月 47 都道府県知事および衛星主管部（局）小児医療担当者 宛） 

14）小児科専門医試験の研修修了から受験可能な年数の制限に関する要望書（令和 4 年 12 月 

日本専門医機構理事長 宛） 

15）オマリズマブ製剤の最適使用推進ガイドラインならびに留意事項通知の改訂要望書（令和

5 年 2 月 厚生労働大臣 宛）  

 

８．表 彰 

小児保健賞 3 名、日本小児科学会賞 1 名、日本小児科学会学術研究賞 3 名を表彰した。 

 

９．総会、役員会、その他 

   1）令和 4 年 4 月 16 日に通常総会を開催し、以下の付議事項を審議した。 

付 議 事 項 結果 

1 令和 3 年度 貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）

並びにこれらの附属明細書に関する件 

2 理事の選任に関する件 

3 監事の選任に関する件 

4 第 128 回日本小児科学会学術集会会頭に関する件 

5 名誉会員推薦に関する件 

6 代議員選挙規則および役員選挙規則の一部変更に関する件 

承 認 

 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

2）理事会 

     理事会を 9 回開催し、入会申込の審査、その他の案件に関する審議、報告を行った。 

   3）執行役員会議 

     執行役員会議を 3 回開催し、緊急案件、その他の議案について協議した。 



4）各地区代議員会はそれぞれ代議員会を開催した。 

 

１０．事業計画および収支予算書 

  令和 5 年 2 月 19 日開催の理事会において、令和 5 年度事業計画および収支予算書を承認した。 

 

１１．社員・会員の異動状況 

 令和 4 年度末現在 令和 3 年度末現在 増 減 

社員（代議員） 581 581 0 

正会員（代議員を除

く） 

22,936 22,963 △27 

団体会員 0 0 0 

１２．常勤事務局職員の異動状況 

令和 4 年度末人員 令和 3 年度度末人員 増 減 

11 11 0 

以上 


